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・住民へのアンケート調査の実施や生ごみ処理機の説明会の開催

などで、住民自身が島内の生ごみの現状を把握し、ごみ減量の

重要性を意識するきっかけとなりました。 

・また、これまでの生ごみ処理機で発生していた残さ（炭化物）

がなくなり、運搬コストの軽減を図ることがで

きました。 

・新しい生ごみ処理機で作られた堆肥は、畑作や

園芸に活用され、島内のリサイクルループが構

築されつつあります。 

 

 

・今回は離島を対象として、生ごみの資源循環の構築に向けた取組を行

いました。引き続きごみの減量化、資源化を図るため、引き続き、住

民・自治会・行政等連携のもと、今回の検討事業の実績の検証や課題

の把握、対策の検討を行うとともに、事業の成果の周知・啓発を進め

ます。 

・資源循環型社会の構築をめざし、こうした離島での取組が市全域へ展

開されるよう、市民やＮＰＯ等と連携を図りながら検討を進めます。 

 

自治会長 小久保真一郎さん 

 神島には農家が約１００軒あります。個々の畑は小さいので、主にサツマイモやカボチャ、その

他の野菜などを家庭用に育てています。生ごみ堆肥で作った野菜は、特に葉っぱもののできがいい

と聞いています。 

 今までは肥料を購入していましたが、無料でもらえるようになったのは良かったです。 

 

ごみ集積所管理人 白石初枝さん 

 神島のごみ収集は、毎週月・水・金の朝５時３０分から 

８時まで、島で１箇所の集積所に、住民が搬入しています。 

新しい生ごみ堆肥化処理機は、前の炭化処理機と比べて

毎日炭出しする必要がなく、２週間に１回できあがった堆

肥を取り出しています。 

 

前の機械と少し分別方法が変わり、住民の皆さんが新しい処理機にまだ不

慣れなため、貝殻などの異物が混じらないよう、収集時間に立ち会うように

しています。処理したものを堆肥として利用するため、堆肥化できないもの

が入らないように気をつけています。 

 事業の成果 

 今後の取組や課題 

 関係者の声 

H21.9 島内住民との第１回会議

H21.9～10 島民アンケートの実施・集計

H22.1 生ごみ処理機の選定

H22.3 生ごみ処理機の設置
生ごみ分別講習会

早朝からごみ出しをする住民 

生ごみを投入 

投入された生ごみ 

導入の経過 

住民説明会 オープニングセレモニー 



７ 

 

新しい処理機が春から稼働したところなので、年間を通した堆肥の

利用状況はまだ分かりませんが、春の植え付けの時期には畑の元肥と

して使用するため皆さんが持っていかれて、すぐになくなってしまい

ました。 

今は農家で肥料を使う時期ではないので、堆肥が溜まってきていま

す。秋の植え付けに備えて、今から少量ずつ運んでいる方もみえます

が、ほとんどの方は野菜の植え替え時期である秋口にもらいたいとお

っしゃっています。 

 

 

農家 前田又一さん・夏美さんご夫妻 

 これまでは主に鶏糞を肥料として利用していました。生ごみから

の堆肥は、初めて使う肥料なので、試しに畑の一部でサツマイモを

育てるのに使いました。堆肥を使うと栄養がよく、芋の蔓がとても

よく育ちます。この地域ではサツマイモの蔓を湯がいて食べている

ので、蔓を収穫しています。芋の方は、この堆肥は栄養がありすぎ

てうまく育たないため、使用量に

ついては試行錯誤しています。 

 栄養のある堆肥ですが、この島の 

畑は山の合間にあって、畑に行くまでかなり歩かなければいけな

いので、もう少し軽いといいと思います。 

 

 

 

 

鳥羽市役所 環境課 中村 孝課長 

 平成 21 年 3 月まで、炭化式生ごみ処理機が導入されていましたが、機械が老

朽化したため新しい処理方法を検討することになりました。 

 炭化式の生ごみ処理機は維持管理が難しいことと、処理により発生した炭を取

り出して保管し、島外に搬出する必要があったため、電気で稼働するバイオ式の

生ごみ処理機の導入を検討しました。この生ごみ処理機でできる堆肥の使用方法

について、島内の畑に使用し野菜を作って消費する資源循環を目指して、神島の

町内会や婦人会の皆さんと協議を重ねました。 

 神島の人口は平成 22 年 10 月末現在で 187 世帯、442 名です。そのうち約 100 世帯の畑で

野菜づくりをしています。生ごみからできた堆肥は希望者に無料で配布していますが、順番待ちに

なるくらい、非常に人気があります。また、島内でのごみ減量化や環境保全に対する意識も高まっ

ています。 

 今後は、有機栽培の『神の野菜』（仮称）として、島の特産物づくりにも役立てていきたいと考え

ています。また、堆肥を使用した野菜づくりの学習会も検討しています。 

堆肥をもらいにきた住民 

堆肥を使用して育てた芋のつる 

島の畑への登り口。ここから細い道を登る 
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 四日市市「複合的なごみ減量･リサイクル施策検討事業」 

ごみ減量・リサイクルの推進をめざし、地域住民・関係団体・事業者等と連携し、レジ袋有料化や

簡易包装の推進、容器包装等の自己回収の推進など、複合的なごみ減量施策を検討･推進する取組を推

進しました。 

・「ごみ減量リサイクル推進協議会」による議論を通して、取組へ参加し

た各主体の意識が高まり、レジ袋有料化を含むごみ減量・リサイクルの

取組の推進に向けた共通認識を形成することができました。 

・その結果、四日市市の「ごみ減量リサイクル推進店制度」開始時点で、

スーパー等の１４事業者５０店舗（うちレジ袋有料化実施店舗は４６店

舗）、８商店街と「ごみ減量リサイクル推進店に関する協定」を締結し、

事業者のごみ減量・リサイクルの取組の促進、市民に対するごみ減量へ

の意識啓発を実施しました。 

・平成２２年１０月２０日には、第２期の協定を締結し、新たにおにぎり

販売チェーン店１７店舗のほか、スーパー１店舗、５商店街が取組に参

加することになりました。 

・生活圏が共通している朝日町、川越町と協働で制度設計に取り組み、 

同時に制度を開始することができました。 

・制度スタート時のレジ袋の辞退率は８０％を超え、現在は８５％前後で、順調に推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・レジ袋辞退率の維持･向上のため、市民に対して継続的な啓発活動を実施します。 

・有料化未導入の他業態や市内各商店街に対し、制度への参加を働きかけるほか、

レジ袋以外の包装資材の削減やリサイクルの推進を図るため、レジ袋の削減以

外の基本項目や推奨項目の実施を進めます。 

・レジ袋有料化に伴う「収益金」について、市民に納得いただける地域への還元

のあり方を検討します。 

 

事業の目的と概要 

事業の成果 

今後の取組や課題 

協議会の開催 

四日市市、朝日町、川越町の推進体制 

事前啓発の実施 

こにゅうどうくんを活用した 
啓発用エコバッグ 
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四日市商店会連合会 会長 渡邉 政幸さん 

 今回のモデル事業「四日市市ごみ減量リサイクル推進店制度」に取り組む

ことになったのは、四日市市生活環境課からお話をいただいたことがきっか

けです。 

スーパーなどの大型店舗も商店会に加入しているため、市から商店会への

取組の説明があった時に、商店会に加入する中小店舗も市をあげて協力すべ

きではないかと思いました。そこで、商店会の会員への最初の説明会のとき、

「是非この取組を進めるべき」という会員の声もあって、連合会としても協

力することになりました。 

 

 レジ袋辞退の呼びかけによるお客様へのサービス

の低下より、ＣＯ２削減の取組を行っていることをア

ピールしていくことで、社会的責任を果たしている

と訴える方がメリットがあると思います。商店会の

場合、お客様への声かけ等によりレジ袋削減に取り

組みますので、どうしてもレジ袋が必要な人に渡さ

ないということではありません。実際、お客様も環

境への関心が高い方が多く、苦情はありませんでし

たし、実は取組以前でもお客様の方からレジ袋はい

らないといわれることもかなりありました。 

 

今後の課題としては、この取組に参加してくれる事業者を増やしていくことです。商店連合会の

事業計画にも、「全商店会にごみ減量リサイクル推進制度に参加してもらう」という目標を掲げてい

ます。実際には全商店会の参加は難しいと分かっていますが、目標は高く設定しています。できる

ことから始めて、できるだけ多く取り組むことを目標に誠心誠意取組を進めていきたいと思います。 

問題点としては、この制度に参加している商店会の中でも、飲食店等のように取り組むことがで

きる項目がない店舗があるため、飲食店が多い商店街が非参加になっていることです。普通の飲食

店が取り組めることも検討していかなければと思います。 

中小の商店街にとっては、様々な取組のある四日市方式なら参加しやすいのではないかと思いま

すので、各地で取組が進めばよいと思います。 

 

四日市市環境部生活環境課 伊藤 慎さん 

他の地域ではスーパーなどの大型店舗だけと協定を結ぶところが多

かったのですが、四日市市では市のごみ収集で袋の指定をしておらず、

ごみ袋としてレジ袋が使用できる状況だったため、取組としてレジ袋

の有料化だけを進めるつもりはありませんでした。レジ袋の有料化だ

けがごみ減量の方策ではないので、様々な主体が、いろいろな取組の

中で、できるところからやってもらえれば、と考え、商店街にも取組

への参加をお願いしました。 

関係者の声 

制度のＰＲ用掲示 

協定締結基準項目 

渡邉会長と四日市市 伊藤さん 

ごみ減量キャラクター 
「リサちゃん」 
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 名張市「福祉・地域づくりと一体となったごみ収集システム検討事業」 

名張市では、平成２１年度に現行計画を検証し、次期の３ヶ年計画の「ごみゼロ社会を目指すアク

ションプログラム」を策定しました。ごみ収集の効率性･経済性･安全性の観点から、市内の収集方法

をステーション方式に統一し、戸別収集からステーション収集への変更にあたり、ごみ収集を活用し

た、NPO 等による高齢･障がい者世帯の見守り支援について検討・実施を進めました。 

 

・名張市の「ごみゼロ社会を目指すアクションプログラム」が策定さ

れ、平成２２年度から平成２４年度までの３ヶ年においてさらなる

減量をめざすという目標設定と実践行動計画が策定されました。 

・また、今回のアクションプログラムの説明会を通して、市民に対し

ごみの減量に取り組む趣旨や内容を説明し、ごみ減量化に向けた啓

発を実施しました。 

・高齢者の安否確認を兼ねたごみ出し支援事業による拠点型ステ―シ

ョンの取組により、桔梗が丘南地区では戸別収集で３７９箇所、桔

梗が丘８番町では戸別収集で３３０箇所という広い範囲で、ボラン

ティアが各々１箇所のステーションに集めたごみを、行政が収集す

ることになりました。 

・さらに、この取組により市内全てのごみ収集方式をステーション方

式に統一することができ、収集の効率性や経済性等が向上しました。 

 

・家庭系ごみの有料化に伴うごみ減量の維持･促進、超高齢化社会

を見据えたごみ出し支援策の拡充、生ごみ･草木類等の未利用廃

棄物の資源化などの検討が必要です。 

 

桔梗が丘南第３区区長 佐田勝彦さん 

 ごみの収集方式をステーション化するにあたり、桔梗が

丘南第３区では、戸別収集からステーション収集に変わるこ

とによる住民への負担をできるだけ軽減するためと、もう一

つは高齢者のみの世帯や障がい者世帯がごみを出している

かどうかで安否確認を行いながらごみを集めることを合わ

せＮＰＯへ委託する方法を選択しました。 

  

 

 

 

 

 事業の目的と概要 

 事業の成果 

 今後の取組や課題 

 関係者の声 

名張市アクションプログラム 

桔梗が丘南拠点ステーション 

各戸前に出されたごみ 

先行収集 

住民説明会 
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戸別収集のように各戸前に出されたごみを、歩いて先行するボラン

ティアが数戸分程度まとめ、その後を軽トラックで集めるボランティ

アがついていく形です。収集する範囲が広いため朝８時３０分から始

めて１１時３０分頃までかかる時があります。 

 

 

 ボランティアが安否確認を兼ねた戸別収集を行い、行政が大規

模な拠点型ステーションでの効率的なごみ収集を行うことは、理

想的な仕組みです。 

しかし、実際に事業が始まってみると、ごみ収集は思った以上

に重労働であること、有償ボランティアへの対価が低いためボラ

ンティアに従事する人の確保が難しいこと、また従事する人が変

わることによって、ごみの取り残しの発生や安否確認が不十分に

なることなどの課題も出てきました。 

地域での住民同士の見守りを兼ねたごみの収集システム自体は

とても良いものだと思いますが、継続して進めていくためには地

域住民の理解と協力も必要です。 

 

 

名張市役所 環境対策室 名和健治室長 

 ボランティアによる見守り支援を兼ねたごみ出し支援の事業を円滑に進めて

行くには、ボランティアの確保、地区の総意、収集場所の確保の３つが必要です。 

戸別収集からステーション収集に変わる地区には、円滑に進められるよう、で

きる範囲でフォローをしています。 

  

 

 

 

 

軽トラックによるごみの回収 

拠点ステーションに集められたごみ 
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ごみゼロプラン推進の取組への参画を促進するとともに、県民や事業者自らの主体的なごみ減量化

等の取組が活性化されていくきっかけづくりの場とするため、プランの PR や啓発、先進事例紹介や

関連法制度等の研修を行うセミナーを開催しています。平成２１年度は２回開催しました。 

 

ごみゼロ県民セミナー ～♪ごみゼロソング♪ 表彰式と合唱披露も行います～ 
日時：平成 21 年 11 月 21 日（土） 

場所：ホテルグリーンパーク津 6 階「伊勢の間」（津市） 参加者：126 名 

・「ごみゼロソング」表彰式、「ごみゼロソング」合唱披露 

・講演：「お天気から考える地球環境と身近なエコ」 

講師：三重テレビ気象キャスター 多森 成子 氏 

【参加者の主なアンケート意見】 

・「ごみゼロソング」はとても親し 

みやすく、楽しい曲で、ごみゼロ 

プランの啓発にも良いと思いました。 

・子どもの参加者が多く、講演内容が 

子ども向けだったのが良かったです。 

 

ごみゼロ事業者・県民セミナー  
～環境意識の高まりを経営にどう取り入れていくか～ 

日時：平成 22 年 2 月 15 日（月） 

場所：じばさん三重 6 階ホール（四日市市）  参加者：100 名 

・講演：「サステナブルな社会の創り方～21 世紀の企業に 

求められる新しい役割～」 

講師：一般社団法人 LBA（ロハス・ビジネス・アライアンス） 

共同代表 大和田 順子氏 

・事例発表 

発表者 1：株式会社環境思考 代表取締役 大川 光司 氏 

発表者 2：らでぃっしゅぼーや株式会社  

CSR 担当部長 松本 隆潮 氏 

【参加者の主なアンケート意見】 

・ロハスという発想が、古来日本人が行ってきたことを形を変えて見

直したということに気付かされました。 

・自分の社会貢献が、「見える化」によりわかるので、より環境への意

識も高まってくると思います。 

・環境を守るために値段の安さだけを求めてはいけないことを理解 

できました。 

平成２１年度の取組（県として主に取り組んだこと）         

ごみゼロ推進セミナー 

多森 成子さんの講演 

大和田 順子さんの講演 

「ごみゼロソング」表彰式 

「ごみゼロソング」の披露 

パネルディスカッション 
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 地域のごみ減量化取組の活性化を目指し、桑名、四日市・鈴鹿、津、松阪、伊勢、伊賀、尾鷲・ 

熊野の県内７地域で各農林（水産）商工事務所環境室が主催し、住民やＮＰＯ団体等のみなさんで、

地域での取組発表・先進事例の紹介・意見交換等の情報交流や、見学会、講演会などを実施しま 

した。 

 

桑名 ごみゼロ交流会 in 石榑の里まつり 
「石榑の里まつり」の実行委員会に参加することで、ごみゼロの視点 

（マイ椀・マイ箸・マイカップ持参等）を盛り込んだイベントを開催しま 

した。 

また、リサイクルマーククイズ、ぬり絵等のブースも出展しました。 

・日時：平成 21 年 11 月 1 日（日）  

・場所：いなべ市立石榑小学校（いなべ市） 

・参加者：約 800 人（イベント全体の参加者数）  

 

四日市 三泗・鈴亀地域ごみゼロ推進交流会「夏の鈴鹿川体験」 
「夏の鈴鹿川体験」の実行委員会に参加することで、ごみゼロの視点（マ

イ椀・マイ箸・マイカップ持参等）を盛り込んだイベントを開催しました。 

また、リサイクルマーククイズ等のブースも出展しました。 

・日時：平成 21 年 8 月 23 日（日） 

・場所：鈴鹿川河川緑地 定五郎橋西（鈴鹿市）  

・参加者：約 760 名（イベント全体の参加者数） 

 

津 津地域ごみゼロ推進交流会 
市内で古くからリサイクル業を営む事業場の現地見学を行った後、地元の企業や団体から環境へ

の取組事例についての発表をしていただきました。 

・日時：平成 21 年 11 月 29 日（日）  

・場所：津市西部クリーンセンター（津市） 

・現地見学：総合資源リサイクルセンター 

株式会社サカモト（津市） 

 ・参加者：約 50 名 

 

松阪 松阪地域ごみゼロ推進交流会「３Ｒと容器包装を考える勉強会」 
ごみの減量に欠かせない３Ｒについて一緒に学

んでいただくために、講演・展示等により、 

３Ｒのいろいろな取組、リサイクルの現状を紹介

する勉強会を開催しました。 

・日時：平成 21 年 10 月 31 日（土）  

・場所：松阪市産業振興センター 

・参加者：約 100 名 

地域ごみゼロ推進交流会   

 
鈴鹿生活学校のマイ箸・マイ椀啓発 

「マイ箸」「マイ椀」の啓発 

現地見学 事例発表 

３Ｒに関する講演 展示 
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平成２１年７月から平成２２年７月まで、「地域ごみゼロ・３Ｒ啓発推進員」を新規に任用し、「ご

みゼロ社会実現プラン」に関するごみ減量化啓発や、県内のごみ減量等の環境活動を行っているＮ

ＰＯ等の団体の情報収集等を実施しました。 

この取組により、のべ８００団体以上を訪問し、新たに２４団体の情報をホームページに掲載し

たほか、活動団体同士の交流や、県や市町における事業やイベントへの参加に繋がるなどの成果が

得られました。 

 

北勢地域担当 田中 峻さん 

地域ごみゼロ・３R 啓発推進員として、最初は本当に右も左もわからない状態からのスタート

でしたので、正直戸惑いの方が大きかったです。 

NPO・学校・事業者など各団体と行政が連携するには、課題はま

だまだ多く、団体同士の交流がもっと活発になる必要があるように思

います。そのような点においても、各団体を訪問させていただく中で、

ブースの出展や、三重県ごみゼロキャラクター「ゼロ吉」の着ぐるみ

を使った啓発を通じて、色々なイベントに参加させていただくことが

できたことは、地域の方と触れ合う貴重な経験であり、団体と行政と

の交流を深めることができたと思います。また、団体を訪問させてい

ただく中で知り合った、四日市大学の学生たちと平成２２年度地域ご

みゼロ推進交流会「ごみゼロウォーク・エコフェア in 四日市大学」

を開催することができ、学生たちと四日市大学周辺の住民、出展団体、行政が交流できたことで、

今後のごみ減量化など環境への取り組みの発展につながればと思います。 

 

中勢地域担当 川合 勝さん 

３Ｒ啓発活動を始めて意外に思ったのは、環境に関するＮＰＯ等

の中で、山・海・川の自然環境に関する団体は多かったのですが、

生活の中でのごみ減量を中心に活動を行う団体が少なかったことで

した。 

団体だけでなく企業や学校も訪問し、環境面での取組を聴き取り、

取組を進めてもらうようにお話をしている中で、いろいろな問題点

にもぶつかりました。 

しかし、私たちが身近なところから、できるところから取り組んでいくことが、企業を動かし

ていくことにも繋がると思います。 

小売店、特に大型スーパーにおいて、食品トレーの店頭回収などに取り組んでいただいている

ところですが、例えば買う側の消費者が必要限度の包装のあり方を考え、自発的に過剰包装を断

るなど、さらなる３Ｒの取組が広がっていってほしいです。 

 ３Ｒ啓発推進員としての活動の一番の喜びは、活動を通して人との交わり、関わりを学べたこ

とが大きかったことです。今後は、地元での３Ｒ活動に、これまで自分の身についた経験を役立

てていきたいと思います。 

地域ごみゼロ･３Ｒ(※)啓発推進員 














